
《不安・ストレス等（Ｆ：適應異常化諸概念）の肥大にどう對處するか》即ち左圖の右圖化。
＊ 「Ｃ‘・Ｃ（場）」⇒ 「關係（Ｄ１）と言ふ眞實を生かす：Ｄ１の至大化」が困難の場合（適應異常化・沈湎：Ｄ１の至小
化） 」⇒「適應異常化諸概念（Ｆ：不安・ストレス・惱み・苦痛・未解決、等）の肥大」⇒「Ｆに對する「Ｅの至小化（適切距離
不獲得・固着・囚はれ）」。つまり左圖状況が發生する。
かかる状態を解消する實踐論として、解り易く書くと以下となる。

＊肥大するＦ概念（不安・ストレス等）への「ベストフレイジング（Ｅの至大化）」を摑む事で、 「適應異常化諸概念（Ｆ：不

安・ストレス等）の縮小・狭小化（即ちＥの至大化）が可能となり、「Ｆへの囚はれ（Ｅの至小化）からの解放＝逆境（Ｄ１の
至小化）に非沈湎」が叶へられる。「場から場への轉換」（飛躍）のスプリングボードに、獨白的ベストフレイジングが効
果を果たす。

＊左圖：逆境が招く適應異常化（Ｄ１の至小化）。
即ち 「適應異常化諸概念（Ｆ：不安・ストレス・惱
み・苦痛・未解決、等） 」の肥大状況。

右圖：＊肥大するＦ概念（不安・ストレス等）への「ベストフレイ
ジング（Ｅの至大化）」を摑む事で、 「適應異常化諸概念（Ｆ：不
安・ストレス等）の縮小・狭小化（即ちＥの至大化）が可能。

＊ 「Ｆへの囚はれ（Ｅの至小化）からの解放＝逆境（Ｄ１の至小
化）に非沈湎（逆境はあるが、囚はれない）」が叶へられる。

“「不安・ストレスも雑念・妄想
だ。だからウッセウッセ！ウッ
セウッセ！（うるさいの短縮
語）」。と言ふベストフレイジン
グ（Ｅの至大化）で、各種Ｆ概
念（不安・ストレス）を縮小・狹
小化して、各場各場に非～沈
湎、非沈湎（Ｄ１の至大化）”
と獨白し、ついでに「ＰＰ左圖
⇒右圖化」を頭に描く（演劇的
像形化）。かかる演劇的自己
劇化で、平板的日常性から立
ち上がる（横軸の縱軸化）。そ
の他、同樣に種々な「ベストフ
レイジング」を、その場その場
（Ｃ’）に對應し作成活用。

Ｄ１（關係：實
在物）・・・

（目上⇔目下・
親⇔子・師⇔
弟子・國⇔國
民、等々）

Ｄ１（關係：實在物）・・・

「Ｄ１の至小化」即ち「目
上⇔目下・親⇔子・師
⇔弟子・國⇔國民、
等々」に沈湎。 「關係

（Ｄ１）と言ふ眞實を生
かせない」適應異常化
状況。

Ｃ‘（場）・・國・企業・夫婦・親
子・家庭・兄弟・師弟・友達・
他者・等。

Ｃ‘（場）・・國・
企業・夫婦・親
子・家庭・兄弟・
師弟・友達・
他者・等。

Ｆ（言葉）・・・
「適應異常化
諸概念（Ｆ：不
安・ストレス・
惱み・苦痛・未
解決、等）」の
肥大。

Ｅの至小化・・・
適切距離不獲
得・固着・囚は
れ）。So called・
フレイジングの
缺如。

ベストフレイジング形成で肥
大する「不安・ストレス（Ｆ概
念）の狭小化＝Ｅの至大化

Ｆ（言葉：潛在
物）・・・狹小化し
た「不安・ストレ
ス・惱み・苦痛・
未解決、等」。


